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2016/ 

5 月 7 日議事録 NPO ふくてっく定例会 
司会 後藤 会員 

場所 大阪市立社会福祉センター 

＊事務局報告＊	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中北	 会員	

・ふくてっく会報原稿は 5月 14 日までに清水まで送ってください。	

＊閲覧資料および書籍の紹介＊	

Ａ催し・事業企画の案内 

 Ａ-1	 超-高齢化における住まい（福医建例会）5/21	 Ａ-2	 からほり商店街出張ボランティア展（大阪ボラ協）5/15	

	 Ａ-3	 いのちを祈る音楽（ゆめ風基金）5/19	 	 Ａ-4	 大阪ボラ協	 2016 年度定期総会・記念講演会	

	 Ａ-5	 連続セミナー＆公開学習会（大阪ボラ協）	 Ａ-6	 大阪市・府大の統合について考える討論会	

	 Ａ-7	 2018 年度	 制度・報酬改革と医療介護経営シンポジウム開催のご案内	

Ｂ他団体の機関紙等 

Ｂ-1	 ゆめ風ごよみ	 №74	 	 	 Ｂ-2	 サポネ通信	 №75（2016.4）	 	 Ｂ-3	 ハニー・ビー通信	№91	 	 	 	

Ｂ-4	 ぽぽんがぽん News	2016.4	 	 Ｂ-5	 まねき猫通信	 165 ひきめ	 	 	 Ｂ-6	 NPO ちゅうぶ通信	 2016.3・4 月号	

Ｂ-7	 ウォロ	 4・5 月号	 	 	 Ｂ-8	 さつきつつじ会だより	 No.162	 	 Ｂ-9	 おたっしゃ通信	 53 号	 	 	 	

Ｂ-10	 ハートつうしん	 No.82	 	 Ｂ-11	 パンジーだより	 299 号	 大阪交通遺族会	 	 Ｂ-12	 アルミ缶	 政和福祉会	

Ｂ-13	 マツサク NO.135	 	 	 Ｂ-14	 CANVAS	 NEWS	 4・5 月号	

Ｃ情報誌 

 Ｃ-1	 COMVO	 5 月号	

Ｄその他 

 Ｄ-1	 施設長に知ってほしい本音（特養介護職 774 人アンケート）Ｄ-2	 大阪市ボランティア活動振興基金の案内	 社協	

	 Ｄ-3	 ふらっとフラットまちライブラリー＠OCVIC	 のお知らせ	

＊学習会＊ 13：50～15：20 

第三者評価を通してえる、保育現場の現状と課題	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 樋口和恵	 氏	 保育運動センター	

	 30 年会社に勤め、保育所は利用する立場でした。保育園をめぐる状況・課題、「保育園落ちた日本死ね」の言葉は、厳しい

言葉ではあるが率直で切実な言葉です。匿名だからわからないという答弁！私も困っているという人が多く国会前に集結され

ました。私も 50 年前ですが、就業時間が 8：00 で保育園も 8：00。知人に送り迎えをお願いしたが、２人目ができたときに

一度仕事を辞めました。保育時間が働く時間とあっていない、産後休暇明けの０歳児を預けるところがない、給食がない・・・

などの問題を抱えていました。共働きをしないと生活できないという経済状況もあり、今でも同じ課題を抱えている待機児童

の問題。次に保育士不足。給与の低さだけでなく時差出勤で週休２日は無理、年収 200 万・400 万のどちらを雇うかで保育環

境がかわるが高い人ばかりを雇える状況にはない。責任が重い職業でもある。認可外で事故が多いとはいえ、専門性に見合っ

た保障ができていないのも現状です。産後復帰できない一番の問題は、自分の子を預けるところがない！幼稚園 3～5 歳、保

育園は 0～5 歳	 いずれも子どもを育てるという目的は一緒だが、原則、保育園は公が責任を持って子どもを育てることにな

っていて、市町村から委託費として保育料がでる。親の収入で保育料も違い、0～7 万で７万の園児が通う園はゆとりがでる。

全国どこでも一定水準の保育を受けることができ、申し込みは行政に行う。一方、幼稚園は、親が払う保育料と補助金で、申

し込みは園に直接するという違いがある。このような制度の違いがあるため、「認定子ども園」へ移行できない現状がある。

2000 年以降、民のできることは民でとなり、大阪でも 200 ヶ所の公の保育園が廃園された。3/31 の移動で先生が突然変わり、

引き継ぎもできていないことや固定費となる職員給与の削減はできたが・・・根本的な改革はできなかった。保育園は、１日

のすごす時間が長いため親との信頼関係がなければならない。配慮を要する子どもも増えていて、先生たちはますます専門性

を問われることになる。保育園のマンパワー不足で起こっている課題も多い。保育事業とは、0歳は 3 人に、1-2 歳は 6 人に、

3 歳は 15 人、4-5 歳は 30 人に１人の先生が必要で利用料だけでは絶対に賄えない事業といえる。「今後５年間にすべての認可

保育園の第三者評価受審」について、大阪府内 1200 園を 13 か所の評価機関が行うことになる。量と共に質の向上が求められ

ている園だからこそ、必死に努力している。そこを正しく評価しなければならない。大阪保育運動センターは 40 年前に設立

され、「安心して産み育て働き続けることができるように」をかかげて研修・研究・運動を行っている。私たちが行う第三者

評価は、当事者評価が大事としています。保護者と保育者が共に子どもを育てあげるために、何が課題かを考えてもらうため

に、第三者評価を受審してもらっています。現職の保育士も含め３人一組で実施しています。ある保育園の理事をしている立

場として、ひとつの保育園で地域が変わることもあるほど、保育園が地域に及ぼす影響は大きいので、地域が子どもを育てる

といっても過言ではない。第一義的に責任を負う保護者のサポーターであり、全く子育てがわからない保護者に対して、親も

親として育ち、保育者も一緒に育ち、地域に巣立っていくように配慮している。保育に特別な方法があるわけではなく、その

子にとって何が一番かを見極めながら子どもに合わせることが一番大切です。	
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１．ふくてっくのつどい                             小川 会員 

4/16	 つどい部会で、28 年度木工活動の確認と 5/29 の木工活動内容を確認しました。	

4/23	 生駒いいもり里山へ木工材料調達に行きました（6名参加）。	

5/14	 「有馬工房」での木材加工作業を予定しています（5/29 の活動準備）	

5/29	 「共生・共走マラソン、手作りコーナー」に今年も参加します。	

また、リレーマラソンの参加も検討しています。1周約 1.2ｋｍをリレーで 5時間完走を目指す大会。	

9 月に病院で木工教室を行うことにきまりました。	

●住宅改修事例報告「川西市	Ｔ邸」	

総工費 140 万のうち 90 万の助成金を得てできた工事。少しテクニックを使わないと満額の助成金はでない！！	

２．東大阪部会  清水 会員 

①		4 月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は 4日間（4/7.14.21.27）延べ 11 名が活動しました。	

・東大阪市事前相談会 2回実施しました。担当：4/7 清水	 	4/21 鎌田	

②		平成 28 年度東大阪市と委託契約を結びました。	

・東大阪市高齢者・重度身体障害者住宅改造費助成適正検証業務	 ￥3,434,400	

・介護保険住宅改修適性検査業務	 ￥4,536,000	

③		4 月 18 日事例検討会（16:00～19:30）参加者 10 名。	

・「事前相談会事例」「検証案件事例」「検証記録等記載」「判断基準」等	

④		寝屋川市介護保険課より研修会の依頼、9月 2 日に実施予定	

⑤		大阪活動あれこれ・・・「バリアフリー・慢性期医療展 2016 にて」小川会員・・・多死社会到来、2030 年・2040 年問題、

病院で死ぬことができない、地域包括ケアシステムの役割等、在宅復帰率を高めるために、看護師特定行為ができるようにし

ようとしているが・・・まだまだ実施している機関は少ない。その後、認知症の脳の混乱を体験しました！	

３．こむねっと事業部会 中北 会員 

4/13	 児童養護施設「同朋学園」訪問（7名）	

4/16		こむねっと部会	 13：15～15：15➣第三者評価３件の準備	

4/26	 たかとり	 アンケート集計結果報告	 自己評価の再チャレンジ要請	

4/27	 災害 BCP（熊本現地リポート）➣報道のあやまり、じっくり取り組もうという報告があった。	

4/28	 知的障がい者通所施設「風の森」訪問（7名）	

5/18	 評価機関連絡会	

5/21	 こむねっと部会	

5/22	 NPO ちゅうぶ理事会	

5/25	 草の根共生会理事会	

➣奈良県第三者評価機関継続手続き、児童養護の手続き、大阪府から修了証が届きました。	

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー） 

・立溝会員	 大阪マラソン申し込みました！	

・阪田会員	 先月の九大のコピー必要なら言ってください	

・岡会員	 	 だしまきサンド	 6/13 再スタートします！	

ことばあそび：こいのぼり	 こりないね	 いかんとわかって	 のめりこむ	 ぼけつのいんは	 りがひでも	

	 こがうまれ	 いいこにそだてと	 のぞみます	 ぼんをきわめて	 りっぱになれと	

	 こいごころ	 いのちのかぎり	 のぼせよう	 ぼけてしまや―	 りせいはいらん	

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください） 

・エイジコンサーンの３名の方から、いろいろ勉強できて楽しかった！	

＊次回例会の司会予定＊  

平成 28 年 6 月 4 日 
司会：古場会員 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：佐久川会員 島村会員 

＊次回以降の予定＊ 

・6 月 4 日（土）13：30～17：00	 会場：大阪市立社会福祉センター	

	 	 ■学習会	 テーマ（仮題）「発達障がいの子どもたちへの自立支援」	 	

講師：木戸	 貴之氏	 （社福）北摂杉の子会・高槻地域生活総合支援センターぷれいずＢｅ	 副施設長	

・7 月 2 日（土）13：30～17：00	 会場：大阪市立社会福祉センター	 	 ■学習会	 テーマ・講師：未定	

・8 月 6 日（土）13：30～17：00	 会場：大阪市立社会福祉センター	 	 ■総会	

・9 月 3 日（土）13：30～17：00	 会場：ふれぼの（西宮）	 	 	 	 	 	 ■学習会	 地域共生館「ふれぼの」見学会	

 


